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空 家 対 策 令和5年1月30日　　場所：秋田県大
だいせんし

仙市

聞かせて聞かせて

まちの声まちの声
視察研修レポート

すこやか町づくり常任委員会
根水康博委員長　熊谷育子副委員長
浅沼有朋　北條聡　戸塚美穂　阿部美佳子　細川久　及川ひとみ

委　員

担当所管　生活部  建設部  教育部

いきいき町づくり常任委員会
藤原修一委員長　
髙橋敬子　阿部秀一　箱崎勝之　北條喜久男　細川惠一　藤原惠子

委　員

担当所管　企画総務部  産業部  農業委員会

[ 調査研究のまとめ ]
　 空家等の適正管理に関する条例を東北でいち早く制定し、空家などの問題に対する市の対策や手続きを体系化す
ることで、市民の安全で安心な暮らしに努めている。
　空家対策は、お願いではなく指導であるとの取組方針である。令和３年度から補助金制度の拡充により、対応が
大幅に増加した。
　全体的な取り組みを見直し、必要箇所に拡充と強化を図っ
ていると感じた。
　当町においても、第２期紫波町空家等対策計画（令和５年
度から９年度）策定に向けて、今後、①危険家屋の解体・改
修等の町単補助金を新設し、適正管理を促進する②庁内各課
の役割も含めて、連携体制（関係機関、業者等）の構築を図
る③わかりやすいパンフレットを作成し、取り組みの周知を
図るなどについて、委員会での議論、関係課との打合せなど
を進めていくことが必要と考える。

　議会では、政策提言に結びつけることを目的として、常任委員会の所管ごとに調査研究を
行っています。

鳥獣被害対策 令和4年10月18 日　　場所：香川県土
とのしょうちょう

庄町

[ 調査研究のまとめ ]
　土庄町では、有害鳥獣捕獲のくくりわな見回り作業の負担が大きかった。ICT導入後は携帯電話の通信を活用し、
見回り作業が毎日から月１回に軽減した。その結果、わなの設置数増加が可能となり、被害額も減少している。

　当町と同じく農業従事者の減少や高齢化、担い手不足、
鳥獣被害対策実施隊員、猟友会会員の高齢化など課題も
抱えている。しかし、狩猟免許取得費用全額補助、捕獲
奨励事業、ワイヤーメッシュなどの資材提供・捕獲鳥獣
の回収業務委託など多岐にわたり、有害鳥獣対策は充実
していると感じた。
　当町においても、農業従事者が今後も意欲的に営農が
継続できるよう、また市街地での有害鳥獣被害を防げる
よう、ぜひ委員会から政策提言していきたい。
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まちの声まちの声
町内の方々に寄稿していただきました

酒
の
町
と
し
て

紫
波
町
に
は
酒
蔵
が
四
つ
あ
り
南
部

杜
氏
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
伝
統
的

酒
づ
く
り
は
紫
波
町
の
自
慢
す
べ
き
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
内
の
酒
蔵

巡
り
ツ
ア
ー
は
す
ぐ
に
定
員
と
な
り
、

お
酒
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
勢
の
人
達
で
賑

わ
い
ま
す
。
ま
た
、
紫
波
町
に
は
地
酒

の
他
、自
園
自
醸
ワ
イ
ン
、サ
イ
ダ
リ
ー

が
あ
り
ま
す
。
酒
の
町
の
発
展
と
し

て
、
も
っ
と
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に
紫
波
の
お

廣
ひろた

田千
ち え こ

栄子さん
（水分地区）

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て

私
は
専
業
農
家
に
な
っ
て
７
年
目
に

な
る
。
25
歳
の
時
強
い
意
志
を
も
っ
て

農
業
と
い
う
職
業
を
選
ん
だ
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
今
、
農
業
を
や
っ
て

い
て
、
今
後
の
農
業
を
支
え
る
立
場
と

し
て
、
も
っ
と
同
じ
若
い
世
代
が
増
え

て
ほ
し
い
と
思
う
。

様
々
な
農
業
を
支
援
す
る
制
度
が
あ

る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
身
が
農
業
に

﹁
興
味
﹂
を
持
つ
か
に
尽
き
る
と
感
じ

る
。担

い
手
の
具
体
的
な
広
報
は
農
協
で

頑
張
っ
て
い
る
が
、
個
人
で
も
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
情
報
発
信
が
で
き
る
今
、

農
業
の
魅
力
を
探
し
続
け
、
い
か
に
他

の
人
へ
伝
え
て
い
く
か
を
重
要
視
し
て

い
る
。

鎌
かまだ

田 禅
ゆずる

さん
（赤石地区）

福
ふくだ

田美
み か こ

加子さん
（赤沢地区）

田植えが始まります

そろい踏み自慢の地酒

議員が依頼に伺った際は
ご協力をお願いします。

酒
が
広
が

っ
て
ゆ
く

こ
と
を
心

よ
り
願
っ

て
お
り
ま

す
。

心
豊
か
な
時
間

令
和
５
年
２
月
23
日
、
あ
ら
え
び
す

記
念
館
で
不
来
方
高
校
音
楽
部
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
て
き
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
歌
声
に
、
心
豊
か
な
時
を
過

ご
せ
て
幸
せ
な
気
分
で
し
た
。

な
か
な
か
普
段
は
、
あ
ら
え
び
す
記

念
館
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
野
村
胡
堂
関
係
の
映
画
、
レ
コ
ー

ド
な
ど
の
資
料
が
あ
る
そ
う
で
す
。
あ

ら
え
び
す
記
念
館
の
利
用
率
は
良
く
知

り
ま
せ
ん
が
、
近
く
に
統
合
し
た
ば
か

り
の
学
校
も
あ
り
、
児
童
生
徒
に
紫
波

町
の
歴
史
や
偉
人
の
業
績
に
触
れ
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

﹁
温
故
知
新
﹂

日本一の歌声
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植物油インキを使用しています

表紙の写真

発
行
・
編
集
責
任
者

議
　
　
長

武
田

平
八

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

細
川
　
　
久

副
委
員
長

阿
部
美
佳
子

委
　
　
員

髙
橋

敬
子

　
　
　
　
　
　
浅
沼

有
朋

　
　
　
　
　
　
北
條
　
　
聡

　
　
　
　
　
　
阿
部

秀
一

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
純
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議会からのお願い 議会だよりの取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

元気よく育て！かわいい笑顔！

第
５
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
侍
ジ

ャ
パ
ン
が
14
年
ぶ
り
に
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
一

戦
一
戦
ド
ラ
マ
が
あ
り
感

動
と
元
気
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
。

春
は
別
れ
と
出
会
い
の

季
節
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

卒
業
式
で
は
子
ど
も
た
ち

の
成
長
し
た
姿
、
そ
し
て

入
学
式
で
は
元
気
な
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
頑
張
っ
た

皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
す
。

７
人
の
編
集
メ
ン
バ
ー

で
の
議
会
だ
よ
り
編
集
は

残
す
と
こ
ろ
６
月
会
議
１

回
と
な
り
ま
す
。
精
一
杯

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

細
川

久
四
月
一
日
、
町
内
の
保
育
施
設

で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
抱
き
か
か

え
ら
れ
た
り
、
し
っ
か
り
と
し
た

足
取
り
で
手
を
つ
な
い
だ
り
し
て

登
園
し
、
新
し
い
生
活
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

園
で
は
、
預
か
る
際
に
先
生
が

子
ど
も
の
様
子
を
聞
き
取
る
な
ど
、

万
全
な
態
勢
を
備
え
て
い
き
ま
す
。

先
生
方
の
笑
顔
も
待
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
の
発
展
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と

に
対
す
る
表
彰
を
３
人
の
議
員
が
受
賞
し
ま

し
た
。

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

・
議
員
在
籍
15
年
以
上

　
　
　
北

條

喜
久
男

議
員

○
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

・
議
員
在
籍
11
年
以
上

　
　
　
箱

崎

勝

之

議
員

　
　
　
藤

原

修

一

議
員

自
治
功
労
表
彰
を
受
賞

人  事

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
、
赤
石
の
藤
尾

智
子
さ
ん
を
適
任
と
決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５
年
７
月
1
日
か
ら

3
年
間
の
予
定
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
法
務
局
職
員
と
と
も
に
、
人
権

侵
害
事
件
の
調
査
処
理
、
人
権
相
談
、
人
権
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

熊く
ま
が
い谷
順じ
ゅ
ん
た
い太
さ
ん
の
再
任
に
同
意

藤ふ
じ
お尾
智と
も
こ子
さ
ん
を
適
任
と
決
定

任
期
満
了
に
伴
い
、
赤
石
の
熊
谷
順
太
さ
ん
を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和

5
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

町
監
査
委
員

人
権
擁
護
委
員




